
bう
ハイキングのご案内

2016年12月例会

行 先 舎羅林山

月 日 12月17日(土）

集合時間 AM 08時50分

集合場所 JR三田駅改札口

歩行距離 約8.0Km

参加費 100円（保険料等に充当）

参加は自由です、当日集合場所、集合時間までに
参集ください。

お問合せは、牛谷まで

シルバーハイキングサークル・「さんぽ」会

電話 079‐564‐750111月号

事務所２階の一角で、癒しのコーナー

となっている、絵手紙作品。

今回は、その製作風景を見学させて頂

きました。

例 会：第２・第４（火）

場 所：シルバー人材センター

サークル室

時 間：13：30～15：30

代表者：木挽

グラウンドゴルフ大会

10月 20日（木）９時～ 城山公園 参加者30名

講習会はあいにくの雨で中止となりましたが、

大会は今年も大晴天でした。

他の地域班の方とチームを組み、

楽しく親睦を深めることが出来ました。

個人成績

１ 位：菊池 功 藍・本庄地域班

２ 位：岡田 優 藍・本庄地域班

３ 位：足立 久 広野地域班

団体優勝

藍・本庄地域班 （敬称略）

シルバー人材センター内フロアー
作品展示中 ’16/11/1 撮影

平成28年 (公社) 三田市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ



11月11日～12月10日

 (サ）サークル室   (多）多目的室   (作）軽作業室　（外）外部

日 月 火 水 木 金 土 時間帯
11日 12日

午前
午後

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

ひばり(作)～PM コーラス（外） オカリナ（サ） 午前

囲碁・将棋（サ） 書道（多）
尺八（サ）
詩吟（サ）

大正琴（作） 午後

20日 21日 22日 23日 (勤労感謝の日） 24日 25日 26日

手作りｺｯﾄﾝ(作)～PM
大正琴（サ）

コーラス（外） オカリナ（サ） ひばり(作)～PM 午前

囲碁・将棋（サ）
ほほえみタイム（多）

尺八（サ）
大正琴（作）

午後

27日 28日 29日 30日 1日 2日 3日

オカリナ（多） コーラス（多） オカリナ（サ） ひばり(作)～PM 午前

囲碁・将棋（サ） 尺八（サ） 午後

4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日

コーラス（多） オカリナ（サ） 午前

囲碁・将棋（サ） 大正琴（作）
尺八（サ）
詩吟（サ）

大正琴（多）
午後

サークル・同好会代表 連絡先 （活動の詳細は下記代表までご連絡下さい）

サークル・同好会 例会開催予定表

ひばり ・・・・・・・・・・ 佐々木

囲碁将棋 ・・・・・・・・・・ 長 村

書道 ・・・・・・・・・・ 西 本

尺八 ・・・・・・・・・・ 筒 井

詩吟 ・・・・・・・・・・ 森 田

「さんぽ」会 ・・・・・・・・・・ 牛 谷

大正琴 ・・・・・・・・・・ 西 村

カメラ ・・・・・・・・・・ 水 野

絵手紙 ・・・・・・・・・・ 木 挽

オカリナ ・・・・・・・・・・ 前 田

スキー ・・・・・・・・・・ 深 田

ゴルフ ・・・・・・・・・・ 佐 藤

コーラス ・・・・・・・・・・ 大久保

手作りコットン ・・・・・・・・・・ 浦 部

ほほえみタイム ・・・・・・・・・・ 岡 田

ふれあい 給付金の手続き

ふれあいでは会員の皆様方の給付事業として、米寿祝

い金・入院見舞金の給付金に該当する事項が生じた場

合、下記に掲げる地域班役員さんに申請用紙を、お渡し

しておりますので、気軽にご相談下さい。

地域班 役員氏名 連絡先

三田 班 ・・・・・・・・・・ 児子 益久
三輪 班 ・・・・・・・・・・ 垣内 義孝
広野 班 ・・・・・・・・・・ 辻本 安正
藍・本庄 班 ・・・・・・・・・・ 志方 啓祐
小野 班 ・・・・・・・・・・ 岩磨 啓造
高平 班 ・・・・・・・・・・ 山田 伸顕
フラワー 班 ・・・・・・・・・・ 喜多 勇
ウッディ A   班 ・・・・・・・・・・ 篠原 穰
ウッディ B   班 ・・・・・・・・・・ 相本 隆夫

（敬称略）

◎ 米寿祝い金について

米寿（８８才）に達した時、現在の満年齢が

８８才になられた方です。

◎ 弔慰金について

会員及び配偶者が亡くなられた時。

◎ 入院見舞金について

会員が３０日以上の入院加療した時。

※ 事由発生後３ヶ月以内とします。

但し 同一疾病で、再入院が３０日以上で

あっても支給しない。

◎ 給付金の請求については、

事由発生後、3ヶ月以内とします。

3.11で父親を失った少年が主人公です。クローゼットで見

つけた1本のカギをきっかけに、無くなった父親のメッセー

ジを探しに街に繰り出します。

やや対人恐怖症気味なのも克服

しながら、いろんな人と接して

いき、少年が徐々に成長してい

く様子が微笑ましいです。

そして、最後に父親のメッセー

ジにたどり着いたとき、今まで

の小さなストーリーが一つに繋

がって、感動の嵐が・・・・気

持ちのいい涙を流したい人に是

非お勧めです。


